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さいました｡また会且では.赤木 充先生 (平成3年卒).中川陽子先生 (平成5年卒)がご結
婚なさいました｡おめでとうございます｡なお.中川鴨子先生は高橋陽子先生と改姓なさいまし
た｡
(4)1995年10月28日の談話会では.本学会取問の坂m 注先生のグル-プ (済谷文治先生 (昭






















赤木 孝先生 (昭和50年卒)は倉敷市教育委良会竿串課に.藤井和郎先生 (昭和52年卒)は捻社
市教育委旦会学校教育課に.新井 憶先生 (昭和49年卒)は岡山県立倉敷南高等学校に.三輪
釜先生 (昭和45年卒)は岡山県立岡山捜山高等学校に.植月佐虞先生 (昭和38年卒)は奈弟町立
奈盛中学校に.小野 大先生 (昭和58年卒)は岡山市立上南中学校に,別野智子先生 (平成4年
辛)は愛媛県越智郡伯方町立伯方中学校に.それぞれ移られました｡
(8)国際化時代を迎え.日本人の海外勤務が増えています｡それに伴い.海外のE]本人学校の






第 3 回 恕短言舌 会 こ` つ し､て
第 3回談話会を平成 7年10月28日(土)午後 2時～5時30分に岡山大学教育学部iln一癖快5307








◆ 森崎岩之助先生 演題 『これからの教育』
○ 今までの教育は経済を復興させるための教育だった｡経済的な盤かさを求め,憎率の
















･ 基礎基本を学ぶ教室 - 論理的能力,言語的能力
･ 選択 して学ぶ教室 ･･ 自由教室 (体,蛋,文,自然)
現場に出る体験教室 - 自然,ボランティア
･ 学校で子供を見る目を増やす
･ 新教育センターの設置 - 家庭で教育情報を取 り込める,宿泊施設
o 生涯教育












さらに,新 しい観点別評佃iで提唱されている関心 ･意欲 ･態度や数学的な見方や考え





















(昭和 55年卒 金光 -i,JE)
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派 主王室教 _鼠 へ の しヽざ な レヽ
1.派退教且とは
私は.ベルギーのブリュッセル日本人学校に平成3年
から3年間派iB教具として勤耕し.中学校の数学と小学
校の耳数を担当しました.ここでいう派退我見とは.国
外にある在外教育施設に文部省から委嘱されて勤務する
教員のことです.在外教育施設の中でも丑務教育である
小 ･中学校の教BLのみが文部省の派池になります.これ
らの在外教育施設は.現在では世界各地に約85校あり
ます.ブリュッセル日本人学校は生徒数的330人で在
外致育施設としては大規模校になります,大規模校で
あっても.中学数学以外の教科を救える必要がありまし
た.私の場合は,中学 1-3年の数学と小学3年.5年
の算数を担当しました.小学生を担当したのは初めて
だったので.戸惑うことが多くありました.ほとんどの
在外教育施設は./ト･中学生あわせて50人以下の小規
模校なので,校轍や教科を越えて授業をしなくてはなり
ません.この点が苦労するところでもあり.国内では経
験できないおもしろいところでもあります. ブリュッセル日本人学校
2.日本人学校の様子
学校の中では.まるで日本にいるような感覚でした.日本語が飛び交い.日本語の歓声が響き
掲示板には 『読売写其ニュース』などが貼られていました.国内校と違うことは.受付にベルギ
ー人が来ることやコピー機や印刷機の修理にベルギー人が来ること.かかってくる喝話の半数が
英語かフランス語だということぐらいでした.想催していたよりもあまりの日本的な様子に.か
えって筋きました.しかし,これは日本人が集まってE]本語で学んでいるのですから.当然と言
えば当然かも知れません.
授業内容についてははぼ日本の教育内
容に準じて行われていました.しかし大
きな適いは.中学部では.5赦科は授業
特赦が国内校に比べて多く設定してあっ
たことやフランス語の授業が凋2時間程
度小学部から設定されていたことでし
た. (この現地語の授業はたいていの日
本人学校で設定されているようです)
子供たちの出身地はさまざまです,国
内各地はもちろん,ほとんどを海外で生
活した子供も何人かいました.このよう
なバラエティーに富んだ子供達に揺する 授業風最
-L.16-
ことができるのは派iB教月として
の大きな魅力です.反面.保隷書
は海外にいるということでかなり
情報不足になっているので.教科
教育のしっかりできる教師や.千
供の心をしっかり受け止めること
のできる教師を求めています.ま
た教員も全国各地から集まって来
ています.いろいろな地域の措辞
の仕方などに接することができ,
よい勉強になったと思います.こ
のような集団なので教員同士の
チームワークが日本人学校では特
に重要で. 『意見は述べるが.固
執はしない』という姿勢が大切だ
と思いました.
文化祭 (小学校2年生)
3.派jnを終えて
この3年間の海外滞在で多くのことを学びました.日本では当たり前と思っていることも.そ
れは普遍的な考えではないということを身をもって体験しました.例えば一番身近なことでは.
隣の人は同じ文化で育った人ばかりではないということです.娘が通っていた幼稚園の同じクラ
スには.7カ国から子供が染まっていました.こんな中では.少々英語やフランス語が話せない
ということはそう大きな問題ではありません.コミュニケーションしようという意志さえあれば
それは成り立つんだということを体壌できたことは.外国人との交流に自信を与えてくれまし
た.このような体験をこれからの救膏に生かしていきたいと思っています.
(昭和58年卒.小野 大)
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